

































































の当事者や親などを対象とした専門紙を発行する組織である1。1997 年 8 月 31 日、夏休み明
















ロイド版で 8 ページ、有料のウェブマガジンともに購読料は月 835 円で、紙版 2660 部、ウェ
ブ版 1420 部、計 4000 部を超える発行部数となっている。2018 年度の事業報告をみると、収
入は約 3200 万円、そのうちの約 2900 万円が新聞発行事業であり、「新聞社」とほぼ同じ形態
の事業型 NPO だといえる。
2.3　休刊の危機
　2012 年、不登校新聞は休刊の危機を迎える。創刊当初、6000 部あった発行部数は、5 年後
の 2003 年に 2100 部、その 5 年後の 2008 年には採算がとれる部数である 1100 部を少し超える





契約で約 300 部が必要という計算になる。ところが過去 5 年間の傾向だと年間新規購読が 100
部に対して、購読中止が 200 部という状況であり、2006 年から編集長に就任した石井志昂は、
休刊になることが濃厚と感じながらも「やれることはやろう」といくつかの手を打つ。
　ひとつは 5 月に号外を 1 万部発行し、存続を望む著名人のメッセージを掲載するなどして休











































とつに、既存顧客の分析があった。2012 年の 4 月と 5 月の申込者を分析したところ、元読者
が 41％も含まれていたのだ。当然、元読者の情報は団体に残っていた。手元には元読者も含
め 1 万人近くの情報があったという。ただ、ここでいきなり 1 万人にアプローチするのではな





まず、2008 年度の行動中止者 280 名にチラシを送付し購読依頼すると、11 名が購読復帰となっ
た。割合でいえば 3.81％だ。その次に 2007 年度の購読中止者 153 名にアプローチする。する






















そして、2015 年、内閣府が過去 40 年の自殺者数統計を分析し、18 歳以下の子どもの自殺が多
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